
令和６年度 香川県立農業大学校 学校評価 

評価基準 Ａ：十分達成できている、Ｂ：おおむね達成できている、Ｃ：どちらかというと達成できていない、Ｄ：ほとんど達成できていない 

重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

Ⅰ 学生の

確保 

１ 学生・

研修生の

応募者確

保 

 

●具体的方策 

１ 高校生及び高校の進路指導教

諭への積極的な働きかけ 

・分かりやすい学校案内・刷新

した募集要項等の作成・配布 

・体験型オープンキャンパスの

複数回実施と参加誘導 

・高校訪問の実施と進路指導担

当者を対象とした学校説明会

の開催 

・高校進路ガイダンスへの積極

的な出席 

・入学試験の実施時期の検討と

入学予定者の確保 

・高校への出前授業の実施 

 

 

 

 

２ 情報発信の強化 

・ホームページの充実と学校の

出来事などの積極的な情報発

信 

・ＳＮＳを活用した情報発信の

充実 

・県広報誌や広報媒体を活用し

た学生・研修生募集記事の掲

載 

 

 

３ 農業大学校のＰＲと研修等の

応募方法のオンライン化 

・公開講座の実施による開かれ

た農大のＰＲ 

・積極的な研修受入れによる農

大のＰＲ 

 
・５年度に作成した学校案内と受験日程を大きく見直し作成した

募集要項とともに県内高校、市町、ＪＡ等に配布した。 

・体験型オープンキャンパスを７回計画し、実施済みの６回（延

べ参加者83名、うち学生52名）と受験者向け説明会を1回

（参加者23名うち受験年齢到達者20名）の参加があった。体

験型オープンキャンパスは、専攻コースごとに実施し、複数回

参加することで、受験予定者が専攻コース選択の機会を提供で

きた。 

・農業高校５校を訪問し、校長及び進路指導担当職員と卒業生の

状況や各校の進学等の状況について意見交換を行い、学生募集

を行った。また、進路指導担当者を対象とした学校説明会で

は、５校の参加があり、学校紹介及び受験案内を行うとともに

学生の受験を促すよう依頼した。 

・県内３校で実施された進路ガイダンス（延べ５回）に参加し、

農大の特徴や卒業後の進路等について情報提供した。 

・早期に学生を確保するため、推薦入試を1カ月前倒しして９月

に、一般前期入試を２カ月前倒して11月に実施した。また、

一般後期入試を可能な限り後ろ倒しして、農大が最終の選択肢

になるよう実施時期を３月に変更した。 

・石田高校において、米麦に関する出前授業を1月に実施した。 

 

 

・情報発信委員会を中心にホームページの充実や積極的な情報発

信に努めた。農大のできごとについて年間計画を作成し、定期

的な情報発信を進め、農大のできごとについては、月２回超の

ペースで投稿した。 

・農大のＳＮＳだけでなく、農業経営課のＳＮＳも活用し情報発

信を行った。また、学生からの投稿も促した。 

（Facebook･Instagramの投稿73件、うち学生の投稿8件） 

・学生・研修生の募集について、農大ホームページや県・市町・

ＪＡ広報誌への掲載、公共施設（体育館等）等へのポスター掲

示を行った。 

・卒業論文発表会や有機農業研修会などの学校行事について報道

提供し、マスコミを通じた広報を行った。 

 

・ＧＡＰ講義の最終回を著名な実践者を招いた公開講座とし、学

生・研修生、学校関係者以外に３名の参加があり、開かれた農

大をＰＲした。 

・高松市の中学校技術科の教員を対象とした研修を受入れ、約

20名の教員が野菜の栽培技術の講義を受け、農大の施設を見

学した。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

・引き続き体験型のオープンキャンパス

の複数回実施を継続して行うが、令和

６年度の実施状況を踏まえ、効率的な

実施方法に見直す。 

・令和６年度は、試験的に入学試験時期

を変更し、受験者数が近年にない少数

となったが、試験実施時期だけの問題

でないと考えられ、次年度も同時期に

入学試験を実施する。 

・これまで、コロナ明けから実施してき

た体験型オープンキャンパスに参加し

ていた受験年齢未達成者が確実に受験

に結び付くような働きかけを検討す

る。 

・農業高校以外の高校生が農業大学校を

訪れるような機会を設けるとともに、

中学校とも連携を図り、農作業体験の

支援や研修の受入れなど、連携できる

方法を検討する。 

 

・情報発信委員会でさらにホームページ

の充実や積極的な情報発信の方法等の

協議を進め、充実した情報発信に努め

る。 

・研修会の動画等をアップし、視聴して

もらうことで農業大学校をＰＲする。 

・学校行事や小学生の農業体験など積極

的に報道提供し、マスコミを通じた広

報を計画的に実施する。 

 

 

 

・農業者に限らず、消費者としての一般

県民にも広く関心のある内容の公開講

座の実施を検討し、農業大学校を知っ

てもらい、足を運んでもらう機会を作

る。 

 

 

 

・県内の農業高等学校も志願者数は減

少傾向にある。また、企業等からの

求人数も多い。 

・受験生が体験できるオープンキャン

パスが数多くある方が良いのではな

いか。 

・少子化も影響しているが、高校生の

就職、進学の動向を調査すれば応募

者数を増やす工夫の余地が残ってい

るのではないか。 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

４ 農業に興味がある社会人への

積極的な働きかけ 

 ・農業初心者向け農業基礎講座

の開催と準備研修、実践研修へ

の誘導 

・農大見学会（研修科オープン

キャンパス）の複数回実施と参

加の働きかけ 

・受講希望者のニーズに応じた

研修内容の検討 

 

●評価指標 

・オープンキャンパス参加者数 

・担い手養成科応募者数 

・技術研修科応募者数 

・昨年度の参加者の意向を踏まえ農業大学校を会場に、７月（サマ

ースクール）と10月（オータムスクール）に農業基礎講座を開催

した。７月は土曜日の午後、10月は金曜日の夜間と参加しやすい

日程で実施し、７月、10月ともに20名ずつの参加し、野菜等の

栽培技術や土づくり、病害虫防除などの基礎を学んだ。 

・研修科オープンキャンパスとして農大見学会を３回実施し、延べ

43名が参加した。このうち３名が就農実践研修、３名が就農準備

研修に応募した。 

 

オープンキャンパス参加者数 

・担い手養成科 学生75名、父兄等52名（合計127名） 

・技術研修科 43名 

 

担い手養成科応募状況 

 

 

 

 

 

 

技術研修科応募状況 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ ・引き続き農業に関心がある県民に広く

門戸を開き、初歩的な講座から実践的

な講座へ、対象者の意向にあった研修

への誘導を行う。 

・アンケート結果等を踏まえて、受講希

望者のニーズに即した研修内容や研修

区分の見直しを随時行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 機械、

施設等の

新規導入

等 や 学

生・研修

生のニー

ズに即し

た環境整

備 

●具体的方策 

１ 教育施設や備品等の整備 

 ・国補事業等による機械、機器

の導入及びハウスのリノベーシ

ョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国補事業の農業者キャリアアップ支援事業の取組みにより、懸案で

あった花き温室のリノベーションを実施し、環境モニタリング機器

の導入とともにきめ細かな環境制御が可能な栽培環境を提供する

ことができるようになった。 

・スマート農業、有機農業を学ぶための機械、施設等の導入が可能と

なり、それらを活用した農業者の学び直しにつながる研修が実施で

きたとともに、農業大学校で学ぶ学生、研修生の学習環境が向上し

た。 

・また、堆肥生産や残渣処理に必要なホイルローダーや、拡充した林

業・造園緑化コースの実習の充実と安全を図るための高所作業機の

導入、現場教室の実習環境改善のためのスポットクーラーを導入し

た。 

・さらに、老朽化と風害により安全性に問題が生じたブドウ園につい

て、棚の新設が行われ、苗木の定植から安全に学ぶことができる環

境を整えることができた。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・国補事業への取組みや予算要求によ

る、施設・備品については引き続き計

画的な整備を行い、教育環境の整備を

進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

２ 学生・研修生へのアンケート

によるニーズの把握 

 ・施設等の満足度調査の実施 

 

●評価指標 

・教育施設や備品の整備数 

・アンケートや個別面談等によるニーズの把握に努めた。対応が可能

であった大教室や情報処理演習室のエアコンのメンテナンスや現

場教室のポット等の設置を行った。 

 

令和６年度整備数 

〇農業者キャリアアップ支援事業 17件（事業費：27,360千円） 

 直進アシスト付きトラクター、堆肥散布機、走行式ロボット防除機、

堆肥化装置、Wi-Fi設備（３か所）、大型ディスプレイ（３台）、DIY環

境制御機器（３台）、温室のリノベーション（２棟）、温風機・循環扇

（２棟） 

〇県予算 13件 

 ホイルローダー、高所作業機、スポットクーラー（６台）、ブドウ棚

（約10a）、駐車場の舗装修繕、体育館照明のLED化、運搬車、軽トラ

ック 

（次年度導入予定：花き温室の温風機（２台）） 

・引き続き教育環境に関するアンケート

調査等を実施し、学生・研修生の意向

に沿った整備内容を盛り込む。 

Ⅱ 教育内

容の充実・強

化と実践力

の養成 

 

１ 教育内

容の見直

しと充実 

●具体的方策 

１ 教育内容の見直しと抜本的な

施設整備の検討 

 ・農業大学校のあり方の検討 

 ・近県の農業大学校の職員と意

見交換と情報収集 

 

 

 

２ ニーズに応じたカリキュラム

の編成 

 ・学生及び研修生のニーズや、

就職先から求められる資質の

把握 

 ・ニーズや今日的課題に対応し

たカリキュラムの見直しと新

規教科の導入 

 ・栽培管理から農業機械、経営

管理に至る幅広い知識・技能

の修得促進 

 

３ 指導教官の資質向上 

 ・各種研修会や研究活動への積

極的な参加 

 ・最新の教育事情、学生指導等

に関する研修や情報交換等の

実施 

 

 

・令和5年度末に同窓会から県農政水産部長、環境森林部長に提出さ

れた要望を受け、令和 9 年度に農業大学校が50周年を迎えること

から、コース編成など、かねてから検討を行っていた農業大学校の

あり方について、老朽化している施設の改修も併せて、ハード面、

ソフト面からのあり方について部内での検討を始めた。 

・本年度担当校となっていた中四国ブロック農業大学校等校長会同

窓会代表者会議を６月に開催し、中四国管内の農業大学校等の校長

や同窓会長を招いて意見交換、情報収集を行った。 

 

・今日的課題に対応するため、GAP及びGAP演習を新規に加え、基礎

的な内容と演習を組み合わせることでより知識の習得を図った。 

・就職先で必要と思われる資格については、内定後でも可能な限り資

格取得を働きかけ、即戦力として活躍できるよう配慮した。 

・一般教養及び基礎教育科目について、アンケートを実施し、教科に

対する評価を把握し、次年度の改善に向け、一部の講義については、

講師等と内容及び実施方法について、協議を行っている。 

 

 

 

・中国四国ブロック教務担当者会及び西日本ブロック農業者研修教

育施設指導職員「野菜部門」研修会に出席して、対面での意見交換

により、今後の学校運営に役立つ気づきを得られた。参加できなか

った果樹、畜産についても、文書での意見交換を行い、各校が抱え

る課題や解決策等について、情報共有できた。 

・中四国ブロック及び西日本ブロックの部門別の研修会などへ積極

的な参加を働きかけ、他校の職員と意見交換を促した。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・外部の者からなる検討委員会を立ち上げ、

ハード面、ソフト面の両方から農業大学校

のあり方について、抜本的な施設設備や教

育内容などを見直し、農業大学校のあり方

について、検討していく。 

・近県の農業大学校の職員との意見交換や

先進的な取り組みを参考にし、学校運営

やカリキュラム編成について積極的な取

り組みを進める。 

 

・アンケート結果等を踏まえ、より満足度

の高い授業や実習となるよう、コースや

部門別の打合せ機会を増やし教育内容の

充実を図る。 
・農業大学校に導入した機械、施設等を有効活

用して、スマート農業や有機農業など今日的

な課題に対応した教育内容の充実を図る。 

・より実践的な授業となるよう、講義と実習を

体系的に学べるようカリキュラムを調整す

る。 

 

 

・引き続き中四ブロックや西日本ブロック、全

国規模の農大職員対象の研修会・研究会に加

え、最新の農業技術や経営管理に関する研修

会に参加するなど、積極的な自己研鑽を促進

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

 

 

 

●評価指標 

・カリキュラムの見直しと新規

教科の導入数 

・指導職員の研修参加延べ人数 

・造園技術の指導能力向上に資するため、造園技能検定指導者能力向

上研修会に職員２名が参加した。 

 

 

新規教科：３科目 ＧＡＰ、ＧＡＰ演習、マネーリテラシー  

研修参加延べ人数 ７名 

 

 ２ 実践研

修の充実 

●具体的方策 

１ 農場実習や専攻実習での自主

的な取組みを促進 

・農場実習等を通じた責任感や

指導力の修得 

・生産現場で求められる基礎的

な技術・能力の修得 

 

２ 校外での実習体験の積極的な

推進 

 ・校外実習等の機会を増やし、

人間性・社会性を育成 

 ・実際の農業生産現場を経験す

ることによる、目的意識や学

習意欲の醸成 

 

３ 就農や就職に有利な資格の取

得促進 

・各種資格試験等の情報提供と

積極的な取得支援 

・共通する資格のカリキュラム

化と実習時間を活用した専門

資格の取得支援 

 

 

 

●評価指標 

・学生・研修生全員の校外実習

体験 

・資格取得学生・研修生の延べ

人数 

 

 

 

 

 

 
・実習において、２年生には１年生への指導や作業計画の説明をさせ

ることなどにより、自主性や責任感の醸成、指導力の修得に努めた。 

・また、野菜園芸コースにおいては、班ごとに栽培品目を割り当て播

種から収穫まで班員が責任を持って栽培管理を行い、学生が主体的

に作物の栽培管理に関わり栽培技術の修得するよう努めた。 

 

 

・２学年の専攻実習については、学生の意向を踏まえて希望する実

習先を選択させ、12名が校外（先進農家４名、農業試験場３名、

畜産試験場５名）で取り組んだ。 

・１学年の秋に実施していた農家実習を前期と後期の２回実施し、前

期、後期各８日間実施し、先進農家等延べ 31 か所に各１～３名、

33名全員を派遣した。 

・就農実践研修生６名全員が希望する品目の先進農家で実習を行っ

た。 

 

・面談時や資格取得のためのガイダンスにおいて、学生に在学中に取

得可能な資格について周知し、資格取得を促した。 

・昨年度に引き続き刈払い機の安全講習を必須資格として授業計画

に組み込み、大型特殊自動車免許（農耕者限定）は、実習日に講習

が受けられるよう各専攻コースの職員と調整を行った。 

・実習の受入先の選定については、事前に学生・研修生の意向等を

把握したうえで調整し、より効果的な実習の実施に努めた。 

・就農・就業後に役立つ資格を中心に、17種類の資格取得に延べ

194人（学生155名、研修生39名）がチャレンジした。 

 

 

校外実習 担い手養成科１年生33名、２年生12名 

     研修科研修生６名 

資格取得 学生延べ122名 研修生延べ39名 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 
・作物やほ場の担当者を決め、さらに学生

が主体的に栽培管理を行うよう努める。 

・２年生が農場でのリーダーとなり1年生

を指導することで、リーダーシップを発

揮できるよう仕向ける。 

・要望が高い農業機械の基本的操作につい

ては、新たな教科として充実を図る。 

 

・１年生の農家実習については、引き続き

複数の受入先で実習が経験できるよう前

期と後期に分け受入れ先の負担とならな

いよう日数を削減して２回実施する。 

 
 
 
 
 
・在学中の積極的な資格取得に向け、引き

続き意欲を喚起する。 

・刈払作業従事者安全衛生講習に続き、農

大で講習を実施している大型特殊免許

（農耕車限定）については、基本的に全

員必須の資格として授業計画に組み込

む。 

 

・学生の自主性で生産から販売まで取

り組ませるのが良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

Ⅲ 進路指

導の充実と

就業意欲の

醸成 

１ 進路決

定 の 指

導・支援 

●具体的方策 

１ 個別の進路相談の実施と情報

提供 

 ・三者面談や個別指導による就

職活動状況の把握と進路指導 

 ・関係機関との連携による就職

活動の支援や求人情報の把握 

 

２ 授業や面談を通じた進路に対

する早期動機付け 

 ・修学期間を通じた総合的な進

路決定支援 

・キャリア教育や「就農・就業

ガイダンス」等の実施 

・インターンシップや会社説明

会への積極的な参加の働きか

け 

 

●評価指標 

・進路決定率 

・インターンシップ実施人数 

 

・４月下旬に１学年全員に三者懇談を実施し、希望する進路や進路に

関する情報共有を図った。２学年においては、授業や専攻コースの

職員を通じて進路の希望を把握しその都度情報提供を行った。 

・ハローワークやワークサポートかがわと連携し、求人情報の提供や

就職活動の支援を行った。 

 

 

・就農・就業ガイダンスでは、１学年から農業法人や農業関連企業を

知るために、２学年と合同で会社説明会に参加し、社長や人事担当

者と面談できる機会を提供し、進路に対する早期動機付けを図っ

た。また、２月には、比較的年齢の近いＯＢを招いて意見交換を行

い、就農、就業に関する具体的なロールモデルを意識付けした。 

・２学年においては、具体的な履歴書の作成方法や先進的農家の講

話、農業士会やＩＦＫなどの農業者組織や農地機構等就農時の相談

機関を紹介する授業を行った。 

 

 

・進路決定率 進路決定率 100％（卒業予定者26名のうち26名） 

・インターンシップ実施人数 ５名（のべ人数６名） 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

・１学年の４月と２月の２回実施していた

三者懇談を１学年の５月と２学年の４月

に実施時期を変更し、指導の継続性と新

年度からの就職活動の後押しを行う。 

・新規就農相談センター、JＡ香川県(アグ

リワーク)等関係機関との連携を強化し、

求人情報の収集と学生への提供に努め

る。 

・授業や面談を通じて、就職意欲の低い学

生への働きかけや選択に迷っている学生

への決断をサポートし、早期に各学生が

進路の方向性を決められるよう促してい

く。 

 

 

・進路や就職を指導するため面談時期

を早めるなどの検討をしてもよいので

はないか。 

２ 就農支 

 援 

●具体的方策 

１ 就農を支援する施策の活用促 

 進 

 ・就農を目指す学生・研修生に 

対し、各種給付金の事務手続 

き支援 

 ・在学中から関係機関との連携 

強化と就農に向けての各種支 

援施策等の情報提供と活用支 

援 

 

２ 就農意欲の向上対策 

 ・インターンシップや会社説明

会等を活用した雇用就農の支

援 

・県内外の優れた農業者による

講話を通じた就農意欲の向上 

 

 

 

 
・「就農準備資金」については、７月11日に説明会を、また２月12

日に税務申告説明会を開催し、手続き等を支援した。 

現在、学生１名、研修生４名が受給中。 

・今年度拡充された林業・造園緑化コースの学生1名が、林業の担

い手育成の国補事業「緑の青年就業準備給付金」を受給中。 

・ＪＡ香川県就農奨学金を、学生２名が受給。 

・独立自営就農を目指す学生・研修生には、早期に普及センターや

市町に相談に行くよう進め、就農に当たっての具体的な準備等指

導を受け、円滑な就農に繋がるよう働きかけた。 

 

 

・農業法人に就職を希望する学生には、就職先へインターンシップの

受け入れを依頼し、職場体験を経てから応募するよう勧めた。延べ

６名の学生が４か所のインターンシップを経験し、４名の学生がイ

ンターンシップ先に応募し採用された。 

・合同会社説明会（４回）や法人見学会（２回）、先進農家の講話

等、先進農家から直接話を聞く機会を増やした。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・法人への雇用就農や将来的に独立を希望

する学生や研修生については、在学中か

ら各普及センターや新規就農相談センタ

ー等との接点を持てるような機会の設定

を検討する。 

 

 

 

 

 

 

・インターンシップ制度の活用を促すとと

もに、農業経営者協議会、新規就農相談

センター、関係団体と連携して、学生・

研修生と農業法人とのマッチングを円滑

に行う。 

 

 

 

 

 
 

 

 

・農業も厳しい環境にあると思うが、

農業に興味を持ってもらうための長い

スパンの地道な活動に期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



重点目標 評価項目 具体的方策・評価指標等 経過・実績 評価 次年度の課題と改善策 外部評価委員の意見 

３ 就農相談の実施 

 ・営農計画の作成支援や関係機 

関と連携した就農支援活動の 

実 施 

・関係機関（普及センター、農

業試験場、農業会議、農地機

構等）と連携した就農後の定

着に向けた切れ目ない支援 

 

●評価指標 

・就農を支援する事業の活用者 

 数 

・就農者数 

 

・卒業・修了後に円滑に就農できるよう普及センターや農地機構と

連携・情報共有を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

就農準備資金活用者数及び進路 

担い手養成科１学年 １名(親元就農希望） 

技術研修科研修生 ４名(独立就農３、雇用就農１名） 

緑の青年就業準備給付金活用者数及び進路 

 担い手養成科１学年 １名（親元就業希望） 

就農者数（担い手養成科） 

親元就農1名、雇用就農10名（42％） 

就農者数（技術研修科就農実践研修） 

自営就農２名、雇用就農１名（67％） 

 

Ｂ 

 

・卒業及び研修修了後の着実な就農・定着に向

けて在学中から切れ目なく支援できるよう、

農業改良普及センター等関係機関とより強力

な支援体制の構築を検討する。 

 

・農地機構や普及センターとの効果的

な連携方法も模索する必要がある。 

 ３ 就職支 

 援 

●具体的方策 

１ 就職活動の支援 

・就職説明会への参加促進によ

る就職意欲の醸成 

・ハローワーク、ワークサポー

トかがわとの連携による就職

支援 

２ 就職試験対応の支援 

・模擬面接の実施や履歴書・エ

ントリーシートの書き方指導 

・就職活動に関する専門家の招

致による授業と個別指導の実

施 

 

 

 

 

●評価指標 

・就職情報の提供数 

・就職者数（就農以外） 

 
・求人情報コーナーを常設し、学生の希望とマッチする情報は各教

授を通じて直接学生へ提供した。 

・求人票を持参して訪問する企業担当者に対しては、できるだけ企

業が求める人材や条件を聞き取りし、必要に応じて情報を学生に

伝え、進路決定の判断材料を提供した。 

 

 

・前年度に引き続き、就農・就業ガイダンスの時間を利用して、２

年生全員のハローワークの個別面談を行い、就職を希望する学生

のサポートを受けた。 

・学生の希望に応じてオンラインによる個別相談や模擬面接の活用

を支援した。 

・エントリーシートや履歴書の書き方、面接試験への対応等につい

て個別対応した。 

・農業以外に就職を希望していた学生には、かがわワークフェアへ

の参加を促すとともに、１学年には、３月に開催されるかがわワ

ークフェアへの参加を呼びかけ、農大からマイクロバスを準備し

た。 

 

就職情報提供数 75社 

就職者数 12人（46％） 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・無料職業紹介所の機能が発揮できるよ

う、農業関連企業を中心に農業大学校へ

の求人を積極的に呼びかける。 

 

 

 

 

・就農及び農業関連企業・団体以外の就職

を希望する学生に対しては、ハローワー

クやワークサポートかがわと連携し、学

生の志望する企業の情報提供及び支援を

要請する。 

・就職試験対策等のノウハウを持つ機関の

協力を得ながら、学生の個性や希望に合

ったきめ細かな支援を行う。 

 

 

 


